
※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 55,620,962 57,155,394 58,042,153 58,985,932 58,800,982平均値 67.1 67.9 69.2 70.8 70.7平均値 52.5 52.5 54.0 55.4 55.5

84,155,443 85,161,770

平均値 32.6 27.0 34.2 29.2 25.3

69.1 70.8 73.7 73.7 当該値 81,471,59154.7 57.0 59.2 60.4 当該値 68.7

R03 R04

当該値 111.5 113.4 121.7 112.6 103.4 当該値 52.9

R02 R03 R04 H30 R01 R02R01 R02 R03 R04 H30 R01

82,774,422 83,360,030

29.4

2. 老朽化の状況

全体総括

・当院では、がん、血管病（脳神経、循環器など）をはじめ、加齢
に伴って複合的に生じる疾患に対して困難な症例にも対応できるよ
う高い専門性を有する人材を確保するとともに、高度な設備、機器
を整備してきたところである。
・令和４年度は診療単価の上昇や補助金の活用により、経常収支が
３年連続で100%を上回った。その一方、新型コロナウイルス感染症
対応のため病床・人員確保が続いており、医業収益はコロナ禍以前
と比較しても低い水準が続いている。
・今後も引き続き、安全で質の高い医療の提供に努めて、収益の確
保につなげていくとともに、労働生産性の向上による時間外勤務の
縮減や、価格交渉による材料費の削減など費用の適正化を図り、累
積欠損金を減少させていく必要がある。また、患者数や医業収支を
改善していくことも今後の課題である。

H30 R01 R02 R03 R04 H30

48.8 平均値 28.1 29.2 29.0 29.223,704 平均値 48.3 47.7 51.8 49.682,275 平均値平均値 68,751 70,630 75,766 79,610

48.2 48.8 60.0 58.420,714 22,468 23,483 22,968 23,094 当該値

19,207 20,687 22,637 23,244

当該値 62,477 63,821 66,566 71,839 74,201 当該値

R02 R03R01 R02 R03 R04 H30 R01

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

・積極的に新型コロナウイルス感染症対応に注力したことで、新型
コロナウイルス感染症対応に係る補助金を得たこと等が寄与し、経
常収支比率は３期連続増加した。また、令和４年度には全国平均値
を上回った。
・入院、外来ともに１人１日当たり収益は増加しているものの、コ
ロナ患者専用病床の確保と、その対応にかかる人員を確保するため
病棟を休止した影響等により、病床利用率は低下。医業収支比率は
前年対比微減となった。
・材料費対医業収益比率については、３期連続で減少しているもの
の、当院は高額な抗がん剤治療等にも幅広く対応しているため、依
然として全国平均値を上回った水準にある。

2. 老朽化の状況について

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R03 R04 ・有形固定資産については平成28年度に建設した新病棟にかかる減
価償却額が累積し、有形固定資産減価償却率が高水準にある。
・医療技術が高度化する中で、引き続き安全で質の高い医療を提供
していくため、建物・医療機器の整備・更新は必要不可欠である。
当院は高度・先進医療の提供が求められており、それに向けた整
備・更新を進めていることから、器械備品減価償却率、１床当たり
有形固定資産が全国平均を上回っている。

R04 H30 R01 R02

29.7 31.2 31.1 30.9 30.757.4 当該値

平均値 80.2 79.8 70.6 71.4 72.2平均値 91.9 91.6 86.5 88.6 88.6平均値 94.1 93.7 88.7 90.6 90.6平均値 100.0 99.2 102.9 106.1 102.9

当該値 81.5 80.2 70.8 68.7 68.1当該値 85.5 85.0 79.4 81.1 80.989.4 82.8 84.6 84.4当該値 97.2 95.7 101.1 102.8 105.3

Ⅰ 地域において担っている役割
・がんをはじめとした専門分野において、手術、化学療法、放射線
治療のほか、リハビリテーション、再建医療、緩和ケアも含めた多
角的、総合的な医療を提供するなど、県内全域を対象とした高度な
医療の提供を担っている。
・新型コロナウイルスの対応については、令和２年４月より重点医
療機関として患者の受入を開始しており、専用病床を36床確保して
積極的に受け入れてきた。令和５年３月には県内初となるコロナ後
遺症外来を開設する等、重点医療機関として求められる役割を果た
してきた。
・また、本来の役割であるがん・心疾患・脳血管疾患等の生活習慣
病に対する高度医療、救急医療等を確保することも求められてお
り、令和４年度はMRI装置やPET-CT装置を更新する等、高度・専門
医療提供体制の充実を図っている。

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R04 H30 R01 R02 R03 R04R03 R04 H30 R01 R02 R03

当該値 89.9

- 年度 - 年度 - 年度

- 535

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

1,413,989 72,610 非該当 非該当 ７：１ 535

令和4年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 32 対象 I 訓 ガ 救 臨 が 地 - - 535 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 500床以上 自治体職員 535 - - ■

経営比較分析表（令和4年度決算）
滋賀県　総合病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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④病床利用率(％)

【66.8】
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②医業収支比率(％)

【86.4】
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①経常収支比率(％)

【103.5】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【56.4】
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②器械備品減価償却率(％)

【70.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【49,963,977】
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【25.1】
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【55.6】
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※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 40,683,727 41,891,213 42,806,727 43,530,781 44,196,357平均値 71.4 71.7 72.9 73.9 74.3平均値 54.1 54.6 56.9 58.1 59.4

52,094,780 52,477,640

平均値 117.1 120.5 124.2 121.6 118.9

62.6 65.9 70.9 75.7 当該値 50,696,45073.6 75.5 77.9 80.2 当該値 60.1

R03 R04

当該値 0.0 0.0 10.6 6.2 0.0 当該値 72.3

R02 R03 R04 H30 R01 R02R01 R02 R03 R04 H30 R01

51,245,300 51,572,990

17.9

2. 老朽化の状況

全体総括

・経営状態は、平成29年度以降赤字が続いていたが、令和３年度に
引き続き令和４年度も病床確保事業に取り組むことで医業外収益が
増加したことから、黒字となった。
・一方で、新型コロナウイルス感染症の影響により患者数の減少が
続いており、医業収支としては厳しい状況であるが、新規患者の増
加と病床の最大限稼働の方策を講じるとともに、経費の削減に取り
組み、持続可能な経営の実現に努めていく。
・また、昭和63年の開設以来、難治慢性疾患の子供を対象とした医
療・保健・療育・福祉の中核機関の役割を担ってきたが、施設設備
の老朽化などにより十分な対応が困難となってきている。
・このため、令和11年1月の供用開始を目指し施設再整備を計画し
ている。

H30 R01 R02 R03 R04 H30

66.9 平均値 17.7 17.5 17.5 17.311,831 平均値 63.7 63.3 68.5 67.140,846 平均値平均値 34,924 35,788 37,855 39,289

54.5 56.5 70.0 71.516,392 16,298 15,477 17,243 17,411 当該値

10,244 10,602 11,234 11,512

当該値 61,615 61,805 76,192 68,509 69,057 当該値

R02 R03R01 R02 R03 R04 H30 R01

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

・新型コロナウイルス感染症流行の影響により令和２年度に患者
数、収益が大幅に減少したが、令和３年度からは病床確保事業に伴
う医業外収益が増加し、令和４年度においては経常収支比率が120%
を超えたものの、コロナ禍で患者数や医業収益は依然低い状態が続
いたため、医業収支比率は例年よりもさらに落ち込んだ。

2. 老朽化の状況について

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R03 R04 ・有形固定資産減価償却率が類似病院の平均値と比べ高く、また、
開設から35年が経過し施設・設備の老朽化が進んでいることから、
令和11年1月の供用開始を目指し施設再整備を計画している。
・難治・慢性疾患患者を対象とした高度専門医療や一般病院では対
応困難な障害児医療を提供するため、性能が高く機能が充実した医
療機器を整備し、優れた療養環境を提供する必要があり、１床当た
りの有形固定資産が同規模の一般病院の平均値より高くなってい
る。

R04 H30 R01 R02

21.9 21.1 25.1 20.8 21.774.3 当該値

平均値 70.1 70.4 65.8 65.0 63.3平均値 80.4 80.6 77.1 78.6 78.1平均値 84.0 84.3 80.7 82.2 81.7平均値 97.2 96.9 100.6 105.9 104.3

当該値 67.2 70.3 47.6 47.0 43.2当該値 74.3 75.5 63.2 62.5 59.584.7 72.1 71.6 68.9当該値 95.5 95.2 83.9 103.0 121.7

Ⅰ 地域において担っている役割
・一般病院では対応困難な障害児医療や難治・慢性疾患を中心に、
地域医療機関と連携を図りながら高度専門的な包括医療を提供して
いる。
・乳幼児健診事業、母子保健従事者への研修、生活集団教室や遺伝
相談など母子保健の中核的支援拠点として小児保健サービスを提供
している。
・児童福祉法に基づく医療型児童発達支援センターを併設し、総合
的な療育とリハビリテーションを行うとともに、地域療育教室への
職員派遣や療育研修会などのサービスを提供している。

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R04 H30 R01 R02 R03 R04R03 R04 H30 R01 R02 R03

当該値 84.0

- 年度 - 年度 - 年度

- 100

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

1,413,989 12,970 非該当 非該当 ７：１ 100

令和4年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 9 - 訓 臨 - - 100 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 自治体職員 100 - - ■

経営比較分析表（令和4年度決算）
滋賀県　小児保健医療センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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④病床利用率(％)

【66.8】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

③修正医業収支比率(％)
【83.7】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

②医業収支比率(％)

【86.4】

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

①経常収支比率(％)

【103.5】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【56.4】
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【49,963,977】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)

【17,600】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)

【61,837】
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⑨累積欠損金比率(％)
【63.0】



経営比較分析表（令和4年度決算）
滋賀県　精神医療センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 精神科病院 精神病院 自治体職員 - - - ■

令和4年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 4 - - 臨 123 - 123 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- -

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

1,413,989 10,398 非該当 非該当 １５：１ -

Ⅰ 地域において担っている役割
・県内の精神医療を担う中核施設として、地域医療機関や保健所な
どの関係機関との連携のもと、思春期精神障害、アルコール依存症
等中毒性精神障害、精神科救急医療および身体疾患を伴う精神障害
などを中心として、高度・特殊専門医療を担っている。
・また医療観察法に基づく鑑定入院および指定通院・入院医療機関
としての医療を提供している。

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R04 H30 R01 R02 R03 R04R03 R04 H30 R01 R02 R03

当該値 68.5 67.1 60.7 62.4 61.9当該値 101.4 100.0 96.5 98.9 97.3 当該値 78.7 77.5 64.2 67.8 66.6当該値 62.4 61.2 54.7 55.9 55.3

平均値 68.4 66.9 64.8 64.1 64.1平均値 100.9 99.7 102.3 103.5 102.5 平均値 72.1 69.8 65.3 63.1 62.3平均値 66.2 64.5 61.9 61.7 61.5

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

・新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ入院収益が昨
年度よりわずかに改善したものの、原材料費物価高騰に伴う費用増
加により、令和3年度決算に引き続き3年連続赤字決算となった。
・令和3年度と比較すると、診療収益が1.2%上昇したものの、原材
料費物価高騰により特に光熱水費が増加したことにより医業費用が
2.1%上昇した。これにより、医業収支比率は悪化し、経常収支比率
も3年連続で100.0％を割り込む結果となった。
・累積欠損金比率は類似病院平均値を下回っていはいるが、引き続
き医業収支比率を改善し、累積欠損金の解消に努める。

2. 老朽化の状況について

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R03 R04 ・平成25年度に新病棟を開設したことから一時的に有形固定資産減
価償却率が低下したが、既存病棟は平成4年度に開設したものであ
り、類似病院平均値と比較してもやや老朽化が進んでいる。
・耐用年数を超過している備品が多く、平成26年度に導入した電子
カルテの減価償却も進んでいることから、器械備品減価償却率は類
似病院平均値と比較してもやや老朽化が進んでいる。
・上記県立病院としての役割を果たせるよう、一般的な病院以上の
機能を付加して建設しているため、類似病院平均値よりも1床当た
り有形固定資産が高くなっている。

R04 H30 R01 R02

8.0 8.3 8.3 8.0 7.7112.2 当該値30,028 当該値

R02 R03R01 R02 R03 R04 H30 R01

平均値 21,418 21,604 22,234 22,875

96.7 96.6 112.4 110.28,510 8,776 8,761 8,470 8,506 当該値

8,518 7,891 8,706 8,691

当該値 27,114 27,841 29,992 28,985

7.3

2. 老朽化の状況

全体総括

・令和4年度は新型コロナウイルス感染症の影響による入院収益の
落ち込みは少し改善したものの、原材料費物価高騰の影響により費
用が増加し、令和3年度に引き続き赤字決算となった。
・今後は新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、一層の診療
収益確保・経費節減の取り組みなどにより健全な経営に努め、県立
病院としての役割を果たしていく。

H30 R01 R02 R03 R04 H30

84.0 平均値 7.9 8.1 7.9 7.78,761 平均値 87.6 89.7 92.2 91.423,419 平均値

R03 R04

当該値 19.3 19.2 26.8 28.1 32.1 当該値 59.4

R02 R03 R04 H30 R01 R02R01 R02 R03 R04 H30 R01

50,027,488 50,446,789 50,422,650 50,353,943

平均値 176.9 177.9 197.8 171.0 160.5

77.2 79.6 82.6 85.8 当該値 50,073,43162.1 63.9 66.2 68.5 当該値 69.9

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 27,722,473 27,879,712 28,287,536 28,070,344 28,458,752平均値 68.2 69.5 67.5 68.7 68.0平均値 50.2 52.3 54.0 55.1 52.2
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